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■ 同じ試験を A 組と B 組の学生が受け，各組の受験者数，平均点，標準偏差は次のようであった．

組 受験者数 平均点 標準偏差

A 10 人 75 点 10 点

B 15 人 70 点 15 点

このとき，A 組と B 組を合わせた全体の平均点と分散を求めよ．

（解） A 組の受験者の得点を x1，x2，· · ·，x10，平均点を x̄，標準偏差を sx とする．また，B 組の受験者の

得点を y1，y2，· · ·，y15，平均点を ȳ，標準偏差を sy とする．このとき，
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が得られる．したがって，全体の平均点 z̄ と分散 s2z はそれぞれ
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となる．
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